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は じ め に

本県に お いては､昭和 39年度以来7カガイの人工採苗試験を行なっているが､昭和39年小型容器

(容量 6.5- 3.52)を使用し約1万個の傾 稚月を得たという報告があるのみで､その後は全く人工

採苗に成功した例が夜h,

従がって昭和44年度の種苗生産を進めるに当っては､何とか､アカガイを人工採苗する為の基礎試

験として実施した.その結果､母月が 4回に亘って産卵し多数の受精卵を得たにもかかわらず､いずれ

の場合にも初期飼育の段階に止り不成功に終った.

ここにその経過の概要を報告する｡

報告に先立ち母月の採捕にご協力下さったむつ市漁業協同組合の方々に厚く御礼申し上げる.

材料および方法

(1) 母 月

母月は 7月22日から8月 29日まで､ 8回にわたって大湊の沖合､15-25mのところから採

捕 した｡

又､アカガイ資源調査で採捕した母月も､併せて使用した｡

第 1表 使 用 母 月

月 日 渓 捕 地 個 数 飼育中の縫死数

備 考5.12 前年度残 17ケ 5ケ 前年産より卵抜寵に収容しておいたもの情 水 川 55

10 産卵促進母月6.137.227.298● 48. 78.ll8.158.198.298.ll 〟大 湊〟〟′′〟〟〟〟青 森 湾 4619172155521852224 512.0 資源調査時採捕産卵誘発用白鳥丸で採捕



(2) 母月の成熟促進

アカガイの母月は外見上､雌雄の識別お

よび生殖巣の成熟状況が全くわからをいの

で､かな りの個体数が必要 と浸る.

叉､産卵期が非常に短いところから､そ

の期間を出来るだけ長く保たせるため加温

による生殖巣の成熟促進を試みた｡その前

処理の概要は､第2表および第 1図のとお

りである｡

第 2表 母月の前処理

前処理の方法 処 理開始時 個数 処理後の

水温(,'1)採卵室 4/25 17
ケ 22℃温海永かけ流し

海水かけ流し(2)p6hahe.yd鵠 tm房扇許 諾熟 し 6/20

55■ (第1区D参照(3)海中垂下 6/

15 46. (第1図)参照(4)大湊産のものは採 7/22
(第 1図)参照輔の

都度誘発 ～8/29妄 ~-"~~~毛% ～.I壬:zlo ガ

C4 (如 )第1図 産卵時までの水温第

2図 母月飼育水槽 (6トン水槽)-284-

第 2表の12)については第 2図のように6トン水槽の1面に Phaeodactylum

tricomutum を培

養 し､わずかづつサイフオンで母月の入ってい

る水槽にかけ流した｡(3) 産卵誘発方法

母月を内容3OLの トロバコ内に並べ

て､20℃から28℃まで徐々に加温 し､

28℃に適 した時急激に低下させる方法をとっ



第3衰 浮遊幼生の飼育方法

産 卵 月 日 7. 21 8. 1 8. 12 8

. 30飼 育 水 槽数 12 12 12 15 20

10 12 14飼 育 水 温 . 25℃ 27℃ 24℃ 26oC

25℃ 25℃ 22.5℃ 25℃飼 育 密 度個/A 1,000 1,000 1.000 1,000 500～1.〔刃O 5]0～1

.000 500～1.000 由0.～1.000餌料および投餌量cell/幼生/唱 Mc.Ch細胞数で Mc.Ch混合餌
料155:30.冒 Mc.Ch Mc.Ch Mc.Ch混合餌料1:2の比率で混合した もの 5,000 混合餌料5,000 混合餌料101000 5,000

5,00010,00

0生餌 (遠心分離し夜いもの)5,00010,000第 4表 第4回飼育方法生 海 水r……二;; 遠心分離した餌(...5.00occeel.1.,I:; 黒 幕 (ポリエチレンシー ト)明 る い生 餌 (培養液を含ん

だ餌)I...5.?.Occe71111,'cccc 黒 幕 (ポ リエチレンシー ト)明 る い源 過 海 水(2252.'O5.0cc 遠心分離した餌I...5:.Occeell:I,cccc 黒 幕 (ポリエチレンシー ト)明 る レヽ生 ●餌 (培養

液を含んだ餌)i...5.0.Occeell:,I:cc 黒 幕 (ポリエチレンシート)明

る い汲 取



F

に移し放卵､放精を行なわせた.

極葉が形成されてから､ 1時間毎にデカンテーション方式で上ずみを除いた分だけ新 らしい海水を

追加した｡卵洗源は産卵した時と同じ温度の海水で5回行なったo

(4) 浮遊幼生の飼育

幼生の飼育には､容量 0.5トンのポ1)エチレン製水槽 (厚さ0.07m/m)を使用したo

飼育水槽は､あらか じめ ウオーターバス型式で保温 しておき､これにD型幼生を放善 しいずれの水

槽も重い通気を行浸った.

浮遊幼生の飼育の概要は第 3表および第4表のとおりであるo

結 果

(1) 産卵誘発状況

産卵誘発状況は､第 5表のとお りである｡又､産卵は 7月21日､ 8月1日､ 8月 12日､ 8月

3O日と例年よりか浸 り長期に亘って行をわれた｡

第5表 産卵誘発状況

月 日 母 月 個 数 母月の性別 誘 発 率 浮

上幼生数7.21 前 年 度 残 15ケ '8 1ケ ♀ 2ケ 25.1L
多 5,220 万個6 ト ン 水 槽

51 15 5 51.48. 1 産姦 中湊垂 下 4
1 25 10 85.4

9,51019 4 2 51.68.12 大 湊 産 52 5 2
15.6 5,512海 中 垂 下 55 10

2 54.58.30 大 湊 産
22 5 1 18.2 5,56

96 ト ン 水 槽 40 6 5 22.

5合 計 255 65 25 21.411(2) 浮遊幼生の飼育経過(i)第 1

回飼育7月21日産卵のものについて餌料は遠心分離したものを 1日2回に分けて給餌 した

o飼育海水は 3日毎に全換水を行なった.飼育後 6日日頃に表層を遊泳 している幼生が観察出来なく浸 り､底

層の飼育水をサンプ 1)ンク して見た ところ､ 1O0- 110ミクロンのへい死幼生および底屈に沈

下している11O-120ミクロン程の幼生が多数観察されたO飼育後 8

日目で幼生の殆んどが全蔽 した｡その死穀は最大穀長13OミクロンであったO(ii)第 2回

飼育8月1日産卵のものは､ 7月21日のものと殆ん ど同じ方法で飼育を行ない､卵洗准時の水

温､飼育水槽の清掃夜ど細かいところに

注意 したが､飼育結果は前回と同様で 8日目に最大穀長 1O0-1



(iii)第 3回飼育

8月12日産卵のものは､一応飼育水 と換水方法に問題があるのでは夜いかと考え､前々回のよ

うに温海水による飼育の他に滴過海水にょる飼育を行な った｡又､ 3日毎および 1週間毎に換水を

行なって見た｡

飼育方法は､前々回と殆んど同じであるが飼育後､ 2日目で表層および底層よりサンプリングし

て観察 して見た ところ､表層を遊泳している幼生は殆んどなく､大多数の幼生が底層に層をなして

沈下 していた.

この回も水槽により若干の相違はあるが､殆んどの水槽は飼育後 8日目で全威した.死殻の最大

穀長は135ミクロンであった.

なお換水方法､飼育水による差は認められ夜かった｡

(iv)第4回飼育

8月30日産卵のものについて､飼育後 4日日頃より､殆んど大半の幼生が底層に沈降し原生動

物が多数繁殖していた｡

いずれの水槽も飼育後 8日目で全滅､死殻の最高穀長 14Oミクロンであった.

考 察

以上の ように幼生飼育から失敗した原因と.して､先ず母月の管理､誘発をかける際の母月の洗源の如

何､水質の問題､餌の問題あるいは飼育上のテクニックをど種々考えられる.

しかし､その原因がつかめていないのが実情である.

先ずは 13O- 14Oミクロンの線を越すことが我々に課せられた今後の研究課題ではをいかと考え

られる｡
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